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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月31日(2011.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　（不感帯付きInfomax方式）　
　図６に示した関数Ｇ(e(t))の特殊な場合として、ｅ(t)＝０におけるＧ(e(t))の傾きが
０、すなわち直線Ｆ(e(t))が水平であるとき、微小誤差域ではタップ係数の修正が行われ
ない不感帯を形成させることができる。これをInfomax方式に適用すると、式（１１）の
ようになる。これを不感帯付きInfomax方式と呼ぶことにする。

【数１１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　（ステップサイズを長期的に制御する方式との相違）　
　なお、一般に適応フィルタはステップサイズμが大きいと精度は悪いが速く収束し、ス
テップサイズμが小さいと速度は遅いが正確に収束することが知られている。したがって
、例えば誤差信号の規模が小さくなっていく傾向を監視してフィルタ収束が進んでいるこ
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とを知り、この進み具合に応じてステップサイズμを例えば小さくするなどの制御を行う
ことで、最初は収束速度を優先させ、収束が進んできたら精度を優先させるというμの長
期的制御を行うことが可能である。しかしながら、誤差信号の瞬時値ｅ(t)は信号そのも
のであるから時々刻々とダイナミックに値を変化させる。そのため、誤差信号が小さくな
っていく傾向はその瞬時値から読むことはできず、これを知るためにはある程度長い期間
Ｍに対して測られる例えば誤差信号の平均パワー＜ｅ２＞などを求める必要がある。この
ときのタップ係数修正式は式（２１）のようになる。
【数２１】
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